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「みどりがおか」 令和７年3月21日（金）

第39号（文責：安藤真二）

「見えない」

「見ようとしても見ることができなかっ

た」と言うことは確かにあるだろう。

何かの展示会に行ったとき、「あの作品

って、さりげないけど心に残るよね！」と

隣人に言われ、「そんな作品があったっ

け？」と思った自分。見ているようで、見

てなかったことにはっとする。

（雨の日の菊 宮崎市 2025.3.15）

私の目は、確かに、開いていたのだけれ

ど、開いていただけで、意識が別のところ

にあったのか？それとも何か気になること

を考えていたのか？さっぱり、思い出せな

い、節穴だった私。

（梅と二輪 宮崎市細江 2025.3.9）

見えているはずなのに、意識しないとそ

の存在すら気づかなくなる。意識って実は

大切なんだよなぁ……。

そう、意識していれば普段気づかない美

しい景色、美しい花、鮮やかな緑などと出

会うことができる。

人の心は見えない。しかし、その表情や

交わす言葉、その振る舞いなどによって、

見え隠れするように思う。部分的には、見

えてくる可能性があるように思う。

（隅で咲く水仙 延岡市緑ヶ丘 2025.3.14）

本当にだいじなものは 隠れて見えない

ささやかすぎる日々の中に

かけがえのない喜びがある

（「いのちの歌」竹内まりや）

竹内さんの歌詞の中に答えがあった。

（42歳頃の発見 国立科学博物館 2015.6）


